
　

私
た
ち
が
暮
ら
す
日ひ

づ

ち土
地
区
は
、
愛
媛
県
の
西

側
、
日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
の
付
け
根
に
あ

る
八
幡
浜
市
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
八
幡
浜
市

は
、
人
口
約
3
万
人
、
面
積
約
1
3
0
㎢
の
、
海

と
山
に
囲
ま
れ
た
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
で
、

み
か
ん
や
魚
、
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
の
八
幡
浜
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
い
っ
た
美
味
し
い
特

産
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
土
は
、
人
口
約

1
4
0
0
人
の
地
区
で
す
が
、
面
積
は
約
26
㎢
と

広
く
、
中
心
を
流
れ

る
川
の
両
側
に
山
が

並
び
、
集
落
が
点
在

し
て
い
る
中
山
間
地

域
で
す
。
か
つ
て
は

3
校
あ
っ
た
学
校
は

小
学
校
1
校
の
み
と

な
り
、
高
齢
化
率
も

50
％
近
く
ま
で
上
昇

し
て
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
日
土
設
立
の
経
緯

　

日
土
地
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
に
こ
日
土

が
運
営
す
る
「
に
こ
に
こ
日
土
バ
ス
」
が
運
行
し

て
お
り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
車
を
持
た
な

い
住
民
の
日
常
生
活
や
、
小
・
中
学
生
の
通
学
に

お
け
る
移
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
に
始

ま
っ
た
活
動
は
、
令
和
6
年
に
17
年
目
を
迎
え
ま

す
。
平
成
19
年
に
、
当
時
民
間
事
業
者
が
運
行
し

て
い
た
地
区
内
の
全
バ
ス
路
線
が
廃
止
す
る
と
い

う
話
を
受
け
て
、

運
輸
局
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
現
在

の
交
通
空
白
地
有

償
運
送
事
業
の
仕

組
み
を
紹
介
さ

れ
、
前
例
が
ほ
と

ん
ど
な
い
中
で
準

備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

元
々
活
動
し
て
い

た
農
家
関
係
者
に

よ
る
住
民
組
織
が

主
体
と
な
っ
て
、

行
政
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
道
路

運
送
法
上
の
手
続

き
や
既
存
交
通
事

業
者
へ
の
あ
い
さ

つ
回
り
、
地
区
住

民
の
理
解
を
得
る

た
め
の
説
明
会
を

重
ね
、
平
成
19
年

10
月
に
は
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
受
託
し
、
平
成
20
年
の

3
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
、
同
年
6
月
よ
り
有
償
運

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

活
動
内
容

　

に
こ
に
こ
日
土
の
主
な
活
動
内
容
は
、
地
区
住

民
を
対
象
と
し
た
有
償
運
送
事
業
と
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
業
の
２
つ
で
す
。
有
償
運
送
事
業
は
、
市
街

地
ま
で
移
動
で
き
る
定
時
定
路
線
バ
ス
と
、
日
土

地
区
内
に
エ
リ
ア
を
限
定
し
て
目
的
地
前
ま
で
移

動
で
き
る
地
域
内
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
2
種
類
で
運

用
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
を
目

的
と
し
た
利
用
が
多
く
、
現
在
は
定
時
定
路
線
の

バ
ス
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
、
市
か
ら
運
行
業
務
を
受
託
し
て
お
り
、
小
・

中
学
生
の
朝
夕
の
通
学
手
段
と
し
て
運
行
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
、
車
両
が
空
い
て
い
る
時
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
代
等
の
実
費
負
担
の
範
囲
内
で
お
遍
路

め
ぐ
り
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
高
齢
者
の
外
出
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
車
両
は
、
法
人
が
所
有
し
て
い
る
ワ
ゴ
ン

車
3
台
と
緊
急
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
両
4
台

（
運
転
手
の
自
家
用
車
）
、
市
所
有
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
1
台
で
す
。
運
転
手
は
、
二
種
免
許
所
持
者

2
名
と
認
定
講
習
受
講
者
5
名
が
登
録
し
て
お

り
、
現
在
は
70
代
の
3
名
の
運
転
手
が
日
々
の
運

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
」

17
年
目
の
に
こ
に
こ
日
土
バ
ス

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
に
こ
日
土 
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約
6
0
0
0
人
か
ら
、
令
和
4
年
度
に
は
約

1
3
0
0
0
人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
増
加
し
た

要
因
は
、
地
道
な
周
知
活
動
に
よ
り
事
業
が
地
区

住
民
に
広
く
認
知
さ
れ
た
こ
と
や
、
小
中
学
校
の

統
廃
合
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
利
用
者
数
が
増
え

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
令
和
4
年
度
の
利
用

者
数
内
訳
は
、
有
償
運
送
事
業
が
約
3
5
0
0

人
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
業
が
約
9
5
0
0
人
で

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
収
支
は
、
16
年
間
継
続

し
て
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
黒
字
分
は
車
両
購
入

費
用
な
ど
の
積
み

立
て
に
回
し
て
い

ま
す
。
収
入
の
内

訳
は
、
法
人
の
入

会
費
・
年
会
費
、

運
賃
収
入
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
委
託

収
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
委

託
収
入
が
占
め
る

割
合
が
7
割
程
度

と
高
く
、
市
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行

を
受
託
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
法

人
経
営
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
収

入
が
大
き
い
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
法
人
の
会
費

は
バ
ス
を
利
用
し

行
を
担
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
組
織

化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
人
格
を
得
て
い
ま
す

の
で
、
あ
る
程
度
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
法
人
と
し
て
赤
字
を
出
さ
な
い
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
、
無
理
な
く
自
分
た
ち
に
で
き

る
範
囲
で
と
い
う
考
え
方
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

運
行
実
績

　

に
こ
に
こ
日
土
の
利
用
者
数
は
、
初
年
度
の

な
い
地
域
住
民
も
拠
出
し
て
お
り
、
「
地
域
の
方

を
支
え
る
た
め
に
」
「
い
つ
か
自
分
も
支
え
て
も

ら
う
か
ら
」
と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
で

も
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
法
人
車
両
第
一
号
も
、

地
域
で
寄
付
を
集
め
て
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
と
連
携
し
て
、
旧
駐
在
所
（
遊
休
施
設
）
を
無

償
貸
与
し
て
も
ら
う
こ
と
で
初
期
費
用
を
抑
え
た

り
、
対
象
と
な
り
そ
う
な
補
助
金
に
積
極
的
に
応

募
し
た
り
と
、
赤
字
を
出
さ
な
い
工
夫
を
常
に
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

全
国
的
に
バ
ス
の
運
転
手
不
足
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
に
こ
に
こ
日
土
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
黒
字
運
営
の
た
め
に
も
、
運
転
手
へ
の
給

料
は
最
低
限
に
抑
え
て
お
り
、
現
役
世
代
を
雇
う

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
退
職
後
の
地
域
住
民
が

運
転
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
主
な

運
転
手
が
70
歳
を
超
え
て
お
り
、
次
の
世
代
に
声

掛
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
安
定
し
た
運
転
手
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
に
こ
日
土
は
、
16
年
間
地
道

に
活
動
を
重
ね
、
無
事
故
・
黒
字
運
営
で
、
地
域

の
移
動
手
段
を
自
分
た
ち
の
手
で
担
っ
て
き
ま
し

た
。
に
こ
に
こ
日
土
と
い
う
名
前
の
と
お
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
お
で
か
け
で
き
る
移
動
手

段
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
活
動
目
的
で

す
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
安
全
な
移
動
手
段

を
確
保
し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
に
こ
に
こ
楽

し
く
日
土
地
区
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動
に
な
る
よ
う
に
法

人
の
在
り
方
を
常
に
見
直
し
し
て
い
き
ま
す
。
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